
 

 

令和５年３月  

令和４年度  飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校定時制 学校評価表   
≪ 学 校 教 育 目 標 ≫ ＜ 定 時 制 教 育 目 標 ＞ 

幅広い教養と高い専門性

を追求し、社会に開かれた

学びをとおして、平和な未

来に貢献できる心豊かな

人間を育成する。 

不登校・外国由来の生徒などを受け入れる中で、安心して学習できる場を確保しながら、 

生徒が社会的に自立していける力を育む。 

今 年 度 の  重 点 目 標 

１． ライフスタイルや学習状況に合わせた学習支援と基礎学力の定着 

じっくりと時間をかけてわかる授業、伸ばす授業を工夫して基礎学力定着を図る。学習状況の

実態を把握し、各教科において「学び直し」等により、個に応じた学力の伸長を支援する。   

２． 特別支援教育の充実といじめ・体罰のない安心安全な学校づくり  

学校全体で組織的に特別支援に取り組み、外部機関・保護者・地域社会と協働した生徒支援をおこない、すべての生徒

が安心・安全な学校生活を送ることができる学校づくりを進める。 

３．  生徒を社会へつなげるためのしくみづくり 

定時制教育振興会や、就労支援の外部団体、ハローワークや地元の教育機関育に連携により、生徒の就業体

験の機会を増やし、進路実現のためのしくみを構築していく。 

                  【評価の基準】Ａ：十分 Ｂ：おおむね十分 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分 
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大項目 目標や評価の項目 評価の観点 成果と課題 
評
価 改善,向上策等 
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① 

 

② 

授業・学習の

充実 

 

基礎・基本の定着 

高校生として必要な、最低限の内容を

各教科で検討し、その定着を図ること

ができたか。 

基礎学力の定着では一

定の成果があった。社

会生活で必要な力（ソ

ーシャルスキル）も身

につけつつある。 

Ｂ 

中学以上のレベルの学

力が定着するよう指導

するとともに、社会常

識も身につけさせた

い。 

個に応じた 

学力支援 

「学び直し」等により、生徒ひとり一

人にあった学習支援ができたか。 

「ベーシック」授業で「学び

直し」の支援を行った。生徒

個々 に対応するには、さらな

る工夫が必要である。 

Ｂ 

生徒の学びを促すため、授

業の工夫、職員間の情報交

換を恒常的に行う。 

授業評価の実施 
生徒による授業評価を行い、それを反

映した授業づくりができたか。 

生徒による授業評価(年２回)

を授業に反映することができ

た。 
Ａ 

改善点・課題を明確にして

授業内容の向上に更に努

めたい。 

生
徒
指
導 

① 

 

② 

生徒指導の 

充実 

安心・安全な 

学校づくり 

日頃より声掛け、面談などで生徒の心

の変化に気づき、適切な対応をとる。

学校生活アンケートで、生徒の実態を

つかみ、生徒が安心・安全に学校に通

える環境づくりができたか。 

特別支援委員会など、教

員全体で連携を密に取り

合いながら、学校生活の

各場面で生徒の実態把握

に努力した。 

Ａ 

生徒の見守りや、生徒

とのコミュニケーショ

ンを日常的にとり、生

徒と繋がり合う生徒指

導を行いたい。 

予防的・ 

啓発的生活指導 

反社会的行動についての知識・理解を

深め、生徒一人ひとりが正しい善い行

動ができるようによう指導できたか。 

LHRや外部講師による講

演会などを設けて指導が

できた。 
Ｂ 

SNSによるトラブルがな

いよう、予防的な呼びか

けを通じて情報リテラシ

ーを育てたい。 

自
主
活
動
・
特
別
活
動 

 

② 

 

③ 

部活動の充実 

生徒の能力・ 

自主性の指導・ 

援助 

部活動をとおして、個人の能力や自主

性を高め、定通大会等へ参加し、活躍

できるような指導・援助を行うことが

できたか。 

運動部は各種大会に参加すること

ができた。文化部は新型コロナ対

策のなか、自主的な練習などの活

動を行った。 

Ａ 

地域との連携も視野に

入れ、生徒の自主的な

活動を継続していきた

い。 

生徒会での 

取り組み 

各生徒会行事への取

り組みと集団との関

わり 

文化祭などの生徒会行事へ積極的に参

加するとともに、計画、実行まで生徒

が主体的に関わるような指導ができた

か。 

文化祭に新企画を盛り込むこ

とができた。生徒の反響もよ

く、より積極的に生徒会活動

を行うことができた。 

Ａ 

生徒と話し合いなが

ら、生徒会活動を盛り

上げていきたい。 

進

路

指

導

・

キ

ャ

リ

ア

教

育 

③ 

進路指導・ 

キャリア教育

の充実 

進路ガイダンスの 

充実 

どの生徒にも、平等に情報の提示と説

明を行い、確かな職業感を持てるよう

に指導できたか。 

4 年の進学・就職指導はまず

まずあったが、他学年の進路

指導が担当任せであった。 Ｃ 

主任と各学年、全職員が一

体となって取り組めるよ

うに、細案を示し情報交換

をしながら進めていきた

い。 

定時制教育振

興会との 

連携強化 

定時制教育振興会 

との連携 

定時制振興会と連携をとりながら未就

労の生徒に対して、就労体験等の機会

を設けることができたか。 

今年度も就業先を紹介してい

ただき、生徒の就業のきっか

けになった。 Ｂ 

今後も同様に生徒に紹介

できれば良いと考える。 

 


